
 ４年 国語科（書写）学習指導案 

  授業者 大阪市立中津小学校  荒武 まゆみ 

１．日 時    令和７年１１月１１日（火）第５校時（１４：００～１４：４５） 

２．学年・組   第４学年１組（在籍２７名） 

３．単元名    平がな（折れ）「らん」（光村図書 4 年） 

４．単元目標 

〇毛筆を使用して、平仮名の筆使い（折れ）への理解を深め、筆圧などに注意して書くことがで

きる。 

（１）毛筆を使用して、平仮名の筆使い（折れ）への理解を深め、筆圧などに注意して書いてい

る。                              〔知識及び技能〕 

（２）毛筆で「らん」を書写するなかで、平仮名の筆使い（折れ）を確かめ、ほかの平仮名に生

かすことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

（３）進んで平仮名の筆使い（折れ）への理解を深め、学習課題に沿って折れをもつ平仮名を書

こうとしている。                  「学びに向かう力、人間性等」 

５．単元間の関連と系統   

   前々単元（２年９月）      前単元（３年６月）       本単元（４年１０月） 

 

６．単元で取り上げる言語活動 

 ・教科書 p.16 の２つの「ん」を見て、整っているのはどちらかを話し合う。 

 ・ 「折れ」と「折り返し」の筆使いについて話し合う。 

 ・既習の平仮名で「折れ」と「折り返し」の筆使いについて話し合う。 

                                                                           

７．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 毛筆を使用して、平仮名の

筆使い（折れ）を理解して

いる。 

② 筆使い（折れ）の筆圧など

に注意して書いている。 

① 毛筆で「らん」を書写する

なかで、平仮名の筆使い

（折れ）を確かめ、ほかの

平仮名にどのように生かす

か考えている。 

① 学習したことを生かして書

いた文字を見直し、平仮名

の筆使い（折れ）に気を付

けて、進んで書こうとして

いる。 

学習材 

  平がな（折れ）「らん」 

 毛筆を使用して、平仮名

の筆使い（折れ）への理解を

深め、筆圧などに注意して

書くことができる 

学習材 

おれ「日」 

毛筆を使用して、折れの書

き方への理解を深めて書く

ことができる。 

学習材 

「おれ」のほうこう 

点画（おれ）の方向に注意し

て、文字を正しく書くことが

できる。（硬筆） 



 

８．指導にあたって 

【児童観】  

  本学級の児童は、低学年から文字をていねいに書くように言葉がけをしているため、文字をて

いねいに書こうとする姿が見られる。「相手を意識して文字を見やすく、ていねいに書けていま

すか」というアンケートでは、最も肯定的な回答が 36％、肯定的な回答が 56％と、いつでも相

手を意識して丁寧に書くことができる児童が増えてきている。その一方で、「書写で付けた力を

他の学習に生かせていますか」というアンケートに最も肯定的な回答が 24％、肯定的な回答が

52％、否定的な回答が 24％と、新出漢字の練習をする際には丁寧に書くことができるが、普段

のノートや作文などは雑な文字になってしまう児童がまだ多い。 

本単元の折れの書き方に関連するものとして１年生では、「の」「そ」で点画の書き方(曲がり・折

れ)を、２年生では、「日」「口」等で点画(折れ)の方向に注意して、硬筆で正しく書くことを学習し

た。３年生では、「日」で毛筆を使用して、折れの書き方への理解を深めた。4 年生の書写の学習で

は、「麦」で画の方向（左払い）を学習した。それぞれの文字ごとに共通課題を意識した自己の

課題を決め、字形を整えて書くことを意識して通り組んできた。 

事前に「ゆびわ・ひるね・えんそく」の書き方について実態調査を行った。それぞれの文字「ゆ」

「び」「わ」「ひ」「る」「ね」「え」「ん」「そ」の折り返しができているかを確認したところ、適切な

折れができている割合は「び」が 32％、「ひ」が 20％、「そ」が 48％と「ひ」部分で低い結果とな

った。「ん」については、84％と比較的高い結果となったが、２度目の折れが曲がりになっている児

童も多く見られた。「え」でも同じく２度目の折れが曲がりになっている傾向が見られた。 

新出漢字の練習の際には、筆順を確かめて正しく書こうとする姿や、文字を書く際にていねい

に書こうとする姿が見られる。しかしながら、ていねいに書くことはできても、一つ一つの文字の

点画の種類を意識しながら正しく書くまでには至っていない。話合い活動については、友達の文

字のよいところを見付けたり、アドバイスしたりすることができるようになってきている。 

【単元観】  

平仮名の「折れ」は、毛筆書写学習では初出の学習内容である。平仮名の「折れ」には、二つ

の特徴がある。一つ目は、漢字の「折れ」に比べて角度が急になることが多いこと、二つ目は、

「折り返し」という仮名特有の書き方があるということである。「折れ」は、折れるところで一

度止まってから方向を変え、「折り返し」は、一度止めてから、少し重ねて来た道を戻るように

して書くという違いがある。 

本単元の「らん」では、平仮名「ん」に「折れ」と「折り返し」の両方が含まれているため、

筆使いを比べることができる。また、「折れ」のある平仮名を整えて書くために、画の方向は変

わっても、穂先の向きは変わらないということを理解することで、ほかの文字にも応用していく

こともできる。 

 

 

 

 



【指導観】 

書写委員会のめざす学習者像「文字を大切にし、学んだことを日常生活に生かそうとする」子ど

もを育てるために、二つのことを大切にして学習活動を進めていく。 

一つ目は主体的な対話を通して学びを深め、学んだことを日常に生かせるようにする。主体的

に学習を進めることができるように『準備 ・付付け』『見通し』『課題把握』を大切にする。 『準備 ・

付付け』では、４人グループで役割を決めて学習が進められるようにしていく。 （例…①筆洗いの

準備、②半紙配り（通常は４枚＋練習シート１枚）、③教科書配布・回収、④作品（試し書き・ま

とめ書き）回収）グループ内で役割を変えることにより、学習前の準備を各自が身に付けられるよ

うにし、グループで協力して滞りなく授業が始められるようにする。 『見通し』では、学習の始め

に 「試し書き・練習・アドバイスタイム・まとめ書き・ほめほめタイム」の学習過程を掲示し、１

時間の学習の流れをクラス全体で共有し、見通せるようにする。 『課題把握』として、試し書きを

教科書と見比べて自己の課題を決定し、その後で共通課題を全体で共有し、何のために学ぶのか、

何を学ぶのかを明確にする。対話を通して学びを深めることができるように学習内容の視覚化を

図る。教科書の QR コンテンツや点画ピース、穂先手袋と穂先マグネット等を使って拡大提示し

た文字の「折れ」と「折り返し」の筆使いをグループ、全体、学習者と指導者の対話を重ねること

で、文字を整える要点を多面的に捉えることができるようにする。また「折れ」の中に、「折り返

し」が含まれること等、学習用語に関しても意識して使えるように指導する。 

二つ目は評価規準と振り返りの方法を明確にすることである。授業の終末には必ず、試し書き

とまとめ書きを見比べて自己評価と相互評価を行い、学習の成果を確かめるようにする。本時の

共通課題を意識して評価することにより、一時間の活動の成果を振り返ることができる。３時で

は五十音表から「折れ」と「折り返し」を見つけることで、普段から気をつけて書くようにし、日

常生活に生かせるようにしたい。 

なお、試し書きとまとめ書きは台紙に並べて貼り、個別の学習成果を振り返れるようにする。こ

のようにして、書写の時間に学んだことを日常に生かせる子どもが育つようにしていきたい。 

 

９．指導と評価の計画（全 3 時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

本

時 

〇学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

〇「らん」を硬筆と毛筆で

試し書きし、自己の課題

をもつ。 

 

 

・本時の学習の流れを知らせる。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

「試し書き・練習・アドバイス

タイム・まとめ書き・ほめほめ

タイム」の短冊を黒板上部に貼

り、学習過程を見通せるように

する。 

・学習する文字について確認した

後、教科書を見ずに書くように

促す。 

・毛筆の教科書と見比べ、自己の

課題を赤ペンで書き込むように

 

 

 

 

 

 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

自らの文字と教科書を

見比べ、自己の課題を

見つけている。 



 

〇本時の共通課題を知る。 

 

〇教科書 p.16「ん」の二つ

の文字カードを見比べて

話し合う。 

 

 

 

 

〇「ん」の筆使いの動画で

確認する。（25～40 秒） 

 

〇拡大教科書の文字を穂先

手袋でなぞったり、穂先マ

グネットを使用したりして

筆使いを確認する。 

 

 

 

〇練習シートで練習してか

ら半紙に「らん」と書

く。 

 

〇「折れ」の筆使いについ

て友達からアドバイスを

もらう。 

〇本時のまとめ書きをす

る。 

〇本時の成果について確か

める。 

 

 

〇次時の予告をする。 

指示する。 

・平仮名の「折れ」の筆使いにつ

いて考えることを知らせる。 

・ 「折れ」の部分を比較して形の

違いについて全体で話し合い、

確認事項を提示する。 

（評価ポイント） 

 

 

 

・ 「ん」の筆使いの動画を見せ、

一度、筆を止めることを再度確

認できるようにする。 

・児童が拡大教科書の文字を、穂

先手袋を使って、なぞり書きす

ることで、穂先の向きは変えな

いことを、穂先マグネットを貼

ることで、折れるところで、一

度止まることを全体で確認す

る。 

・練習シートに練習した後、半紙

に書くように促す。 

 

 

・黒板に掲示しているポイントに

着目して、アドバイスするよう

指示する。 

・本時の共通課題に気を付けて書

くように促す。 

・試し書きとまとめ書きを見比べ

て自己評価したり、よくなった

点を相互評価によって見つけ合

ったりするように促す。 

・「折れ」と「折り返し」につい

て考えることを知らせる。 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

「折れ」の形の違いに

ついて話し合ってい

る。 

〔知識・技能〕 

「折れ」の書き方を理

解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔知識・技能〕 

「折れ」の筆使いに気

を付けて書いている。

（行動観察） 

２ 〇学習の見通しをもつ。 

 

 

・前時で使った短冊を黒板に提示

し、本時の学習の流れを知らせ

る。 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

前時を想起したり、学



 

 

 

 

〇自己の課題をもつ。 

 

 

〇本時の共通課題を知る。 

 

 

〇「折れ」と「折り返し」

の筆使いについて考え

る。 

 

 

〇前時のまとめ書きを見て

「折れ」と「折り返し」

の組み合わせ方について

自己評価する。 

〇練習シートで練習した

後、半紙に書く。 

 

〇友達からのアドバイスを

もらう。 

〇まとめ書きをする。 

 

〇本時の成果について確か

める。 

 

 

 

 

 

 

 

〇次時の予告をする。 

 

 

 

 

・前時のまとめ書きを見て、改善

したいところに赤ペンでしるし

を付けるように促す。 

・「折れ」と「折り返し」の筆使

いについて考えることを知らせ

る。 

・ 「ん」の点画ピースをマグネッ

トボード上で児童が操作するこ

とで、「折れ」と「折り返し」

の筆使いを全体で気付けるよう

にする。 

・前時に書いた文字が本時の目標

に合っているかを確かめるよう

に指示する。 

 

・「折れ」と「折り返し」の筆使

いについて気を付けながら書く

ように促す。 

・本時の目標を中心に相互評価す

るように指示する。 

・本時の共通課題について、まと

め書きをするように指示する。 

・本時の目標を中心にして、自己

評価と相互評価をするように指

示する。 

・第 1 時の試し書きと見比べ、

学習の成果を確かめるように指

示する。 

・学習シートに「らん」のまとめ

書きをして、学習の振り返りを

記入する。 

・硬筆で「折れ」「折り返し」の

ある平仮名を書くことを知らせ

る。 

習過程を掲示物で振り

返ったりして、指示な

く自ら学習に取り組も

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

筆使いについて考えて

いる。 

（意見交換の様子） 

 

 

 

 

 

〔知識・技能〕 

筆使いについて考えな

がら書いている。 



３ 〇学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

〇「折れ」「折り返し」につ

いて確かめる。 

〇「み」「て」「ね」の３つ

の文字について「折れ」

「折り返し」について考

える。 

 

〇「折れ」「折り返し」があ

る平仮名を五十音表から

見つける。 

〇３種類に分類できること

に気付く。 

 

 

 

 

〇学習シートに書き込む。 

 

 

 

 

 

 

〇学習の振り返りをする。 

 

・前時までの学習を「ん」の文字

カードを見ながら振り返り、本

時は硬筆を用いて、「折れ」「折

り返し」のある平仮名を書くこ

とを知らせる。 

 

・ 「折れ」「折り返し」について気

を付けることを確認する。 

・ 「み」「て」「ね」の文字カード

を使い、「折れ」だけの文字、

「折り返し」だけの文字、「折

れ」「折り返し」の文字がある

ことに気付くようにする。 

・五十音表で見つけた「折れ」を

〇で、「折り返し」を△で囲む

ように指示する。 

・グループで交流し、「折れ」と

「折り返し」について話し合

い、3 つに分類できるようにす

る。 

・分類したものを全体で確かめ

る。 

・ 「折れ」と「折り返し」の違い

を意識しながら練習シートに書

くように指示する。 

 

 

 

 

・ 「折れ」と「折り返し」につい

て理解できたかどうかを自己評

価するよう指示する。 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

文字カードと本時の目

標の掲示物により学習

の進め方について理解

している。 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

３つの文字の違いにつ

いて考えている。 

 

 

〔知識・技能〕 

「折れ」「折り返し」

の違いに気付いてい

る。 

（意見交流の様子） 

 

 

 

 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

文字を書く際に、「折

れ」「折り返し」の筆

使いについて学習した

ことを生かそうとして

いる。 

〔知識・理解〕 

「折れ」「折り返し」

の違いを意識してい

る。（学習シート） 

［知識・技能①］作品観察 

  ・ 「おおむね満足できる」状況（B）評価 

  ・ 「折れ」の筆使いを理解して書いている。 

 「努力を要する」状況（C）への手立て 

  ・折れるところで一度止まることがわかるように、穂先の形を入れた練習シートにより、



「折れ」の筆使いを実感できるようにする。 

［知識・技能②］作品観察（第２時） 

 「十分満足できる」状況（A）評価 

  ・ 「折れ」と「折り返し」の違いを理解して使い分けて書いている。 

 「おおむね満足できる」状況（B）評価 

  ・ 「折れ」と「折り返し」の違いを意識し、気を付けて書いている。 

 「努力を要する」状況（C）への手立て 

  ・点画ピースを操作し、折れるところの画の向きを確認できるようにする。 

［思考・判断・表現①］観察（第３時） 

 「おおむね満足できる」状況（B）評価 

  ・ 「折れ」の筆使いについて、違いを考えながら書いている。 

 「努力を要する」状況（C）への手立て 

  ・３つの文字のカードを見比べるように助言し、画の向きを意識できるようにする。 

［主体的に学習に取り組む態度①］行動 

 「おおむね満足できる」状況（B）評価 

  ・学習材以外の文字の「折れ」にも学習したことを生かそうとしている。 

 「努力を要する」状況（C）への手立て 

  ・折れるところで一度止まることがわかるような印を入れたプリントを渡して、書き方を

意識できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10．本時の学習 

 ⑴ 本時の目標（１/３）  

      毛筆を使用して、平仮名の筆使い（折れ）への理解を深め、筆圧などに注意して書くことが

できる。 

 ⑵ 本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 評価 

１ 本時の学習内容について知り、

学習の見通しをもつ。 

（学習の流れの短冊） 

 

 

２ 「らん」を硬筆と毛筆で試し書

きをする。 

 （学習シート）（半紙） 

３ 自己の課題をもつ。 

 

 

 

 

４ 本時の共通の課題を知る。 

 

 

５ 「ん」の二つの文字カードを見

比べて話し合う。 

 

 

 

 

 

６ 「ん」の筆使いの動画で確認す

る。（２５～４０秒） 

 

７ 拡大教科書の文字を穂先手袋で

なぞったり、穂先マグネットを

使用したりして筆使いを確認す

る。 

 

 

・ 「ためし書き」「練習」「アドバイ

スタイム」「まとめ書き」「ほめほ

めタイム」の短冊を黒板上部に掲

示し、本時の学習の流れを把握で

きるようにする。 

・空書きで筆順を確認し、教科書を

見ないで硬筆と毛筆で「らん」と

書くことを指示する。 

・教科書を見て、毛筆試し書きの直

したいところを見つけて赤ペンで

一文字につき 2 か所しるしを付け

るように促す。 

 

・共通課題を提示する。 

 

 

・ 「折れ」の部分を比較して形の違

いについて、話し合えるようにす

る。 

・気付いたことを黒板に提示する。 

① 一度筆を止める。 

② 穂先の向きは変えない。 

 

・教科書の QR コンテンツを使い、

「折れ」の筆使いについて話し合

いながら確認していく。 

・児童が拡大教科書の文字を、穂先

手袋を使って、なぞり書きするこ

とで、穂先の向きは変えないこと

を全体で確認する。 

・拡大教科書に穂先マグネットを貼

ることで、折れるところで、一度

 

 

 

 

 

 

 

 

〔主体的に学習に

取り組む態度〕 

自らの文字と教科

書を見比べ、自己

の課題を見つけて

いる。 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

「折れ」の形の違

いについて話し合

っている。 

[知識・技能] 

「折れ」の書き方

を理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平がなの「折れ」の筆使いに気をつけて書こう。 



 

 

８ 練習シートで練習してから半紙

に「らん」と書く。 

 

９ 「折れ」の筆使いについて相互

評価する。 

（アドバイスタイム） 

1０ 本時のまとめ書きをする。 

 

 

1１ グループで交流し、本時の成 

果について確かめる。 

（ほめほめタイム） 

 

1２ 次時の予告をする。 

止まることを全体で確認する。 

・練習シートで練習した後すぐに、

半紙に「らん」と書くように促

す。 

 

・短冊のポイントを基に評価するよ

うに指示する。 

 

・本時の学習を念頭に置きながら半

紙で 2 枚書き、1 枚選んで名前を

書くように指示する。 

・硬筆や毛筆の「ためし書き」と

「まとめ書き」を見比べて自己評

価し、グループでよくなったとこ

ろを賞賛しあうように促す。 

・ 「折れ」と「折り返し」について

学習することを知らせる。 

 

 

［知識・技能］ 

・「折れ」の筆使

いに気を付けて

書いている。 

(行動観察) 

 

 

 

11 板書計画 

                                                                                  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

VVVFF 
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